
は

爆
を

い

市

--zB

を

彼

禍

の
都

===
mH
段

、

惨

国
利

--=E
バ

危

と

の

る

平

。
，

企

の

さ

崎

谷
に

国
ヨ
-
[

争

し
長

か
こ

d
E
-
o

戦

ろ

い
こ

.

.

 印刷

れ
核

恐
畠

-
3

阪

、

の
広

め
め

$ι

で
は

お
び

た
求

-
『

パ
き

兵

再

る

を

鳳

動

級

、

守

絶

問
削

の
の

L
え

を

腐

s
g

過
界

て
訴

金

の

・・4
1

共
性

。
し
に

安
そ

司』

類
お
い
と
々

と

、

r
L

人
な
な
国
人

。
命
も

ZA-

-B
え
爆
の
い
生
て

i

は
A

フ
た
被
界
な
の
し

-
J
-

如
、
に
の
世
ら
民
対

司
寸

平
ら
慮
一
全
な
市
に

・

1.

久
が
窪
唯
を
は
は
器

。

恒
な
に
は
み
て
市
兵
る

の
し
級
国
し
し
子
板
す

界
か

・が
き
返
扱
る
雷

世
し
み
わ
の
り
我
な
宣

ら

省

銀

か
を

2000年(平成12年)NO.1026 
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んを支援さ出産後のお母
産
後
の

我
孫
子
市
で
1
年
間
に
生
ま

れ
る
赤
ち
ゃ
ん
は
約
1
2
0
0

人
で
す
。
産
後
の
お
母
さ
ん
は
、

体
調
も
心
も
不
安
定
で
、
特
に

核
家
族
の
場
合
、
お
父
さ
ん
が

仕
事
に
で
る
日
中
、
お
母
さ
ん

は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
え
て
孤
立
無
媛
に
な
り

核
家
族
で
出
産
後
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
、
同

居
の
両
親
が
病
気
が
ち
で
出
産
後
の
手
伝
い
が
で
き
な
い
:
・

こ
ん
な
家
庭
に
、
市
で
は
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
事
撲

を
始
め
ま
す
。

市
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
を
め
、さ
し
て
、
子
育
て
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

9
月
1
日
か
ら
、
出
産
後
の
母

親
を
援
助
す
る
「
マ

マ
ヘ
ル
プ
サ

ー
ピ
ス
」
を
始
め
ま
す。

出
産
後
の
切
組
は
、
身
体
の
回

複
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
家

事
な
ど
の
援
助
を
必
袈
と
し
ま
す
。

ま
た
、
相
判
的
に
も
不
安
定
に
な

マ

の
不
安
を
解
消

マ
市

長

d

柏
殉
少
万
彦

ま
す
。
こ
う
し
た
お
母
さ
ん
の
不
安
と

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
育
児
と

家
引
の
支
援
を
行
う
の
が
「
マ
マ

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
利
用

期
間
や
利
用
時
間、

料
金
な
ど
も
、

で
き
る
限
り
利
用
し
や
す
く
し
ま

し
た
。

現
在
、
保
他
セ
ン
タ
ー
か
ら

も
保
健
制
な
ど
が
訪
問
し
、
他

府
や
育
児
の
相
談

・
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
へ
ル
パ

!
の
派
逃
で
も
、
必
要
な
時
は

直
ち
に
保
健
セ
ン
タ
ー
と
述
携

を
収
り
、
よ
り
安
心
で
き
る
制

度
に
し
て
い
き
ま
す
。

り
や
す
い
時
期
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
事
業
は、

出
産
後
、

家市中

・
育
児
な
ど
の
文
援
を
必
裂

と
す
る
家
庭
に、

社
会
柿
祉
協
議

会
か
ら
マ
マ
ヘ

ル
パ
ー
を
派
世
し
、

お
母
さ
ん
の
相
判
的
・

肉
体
的
負

担
を
税
減
し
、
産
後
の
生
活
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

こうした制度があると安心ですね(湖北台在住・ Sさん)

利
用
で
き
zw
家
庭
肱

マ
マ
ヘ

ル
パ
l
の
派
泣
が
受
け

ら
れ
る
の
は
、
家
事
や
育
児
な
ど

を
手
伝
っ

て
く
れ
る
方
が
い
な
い、

産
後
4
迎
間
以
内
の
お
母
さ
ん
が

い
る
家
庭
で
す
。

母
体
保
諮
の
た
め
に
必
要
な
と

き
は、

産
後
8
迎
間
ま
で
派
泣
を

延
長
で
き
ま
す
。

な
お
、
市
内
に
星
帰
り
中
の
出

産
直
後
の
お
円
り
さ
ん
で
、
家
肢
が

急
病
で
山
産
後
の
手
伝
い
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
も
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。" 

利用までの流れ

‘ 
支
援
す
否
内
容
隠

マ
マ
ヘ
ル
パ
l
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
、
育
児

・
家
事
の
支
援
と
育

児
の
相
談
な
ど
で
す
。

・
育
児
に
閲
す
る
こ
と
:
・
授
乳
、

も
く
浴
、
オ
ム
ツ
交
換
な
ど

・
家
事
に
閲
す
る
こ
と
・:
食
事
の

準
備
や
後
片
付
け
、
日
い
物
、
居

室
の
消
材
、
衣
類
の
洗
制
な
ど

・
相
談:・
行
児
の
相
談
、
助
言
等

※
マ
マ
ヘ

ル
パ
!
と
保
他
セ
ン
タ

ー
の
保
健
婦
、
助
産
婦
と
の
述
携

に
よ
り
、

専
門
的
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

利
用
で
き
zw
時
間
除

マ
マ
ヘ

ル
パ
l
の
利
用
は
、
-

口
1
回
と
し
、
1
時
間
以
上
4
時

間
以
内
。
時
間
は
、
午
前
7
時
か

ら
午
後
7
時
ま
で
で
す
。

\~派遣
4内容の ¥
打ち合わせ ¥ 

利用者

/ ~ 
/ 2保健婦

申-込みによる訪問
~;vr / 

土
刷
、
日
刷
、
祝
日
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
年
末
年
始
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
隠

利
用
料
金
は、

1
時
間
5
0
0

円
で
す
。

生
活
保
護
世
的
と
住
民
税
非
脱

税
世
情
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
方
法
院

利
用
の
申
し
込
み
は
、
原
則
と

し
て
出
産
予
定
の

1
カ
月
前
ま
で

で
す
が
、
緊
急
の
場
合
は
出
産
後

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

氾
請
で
保
他
セ
ン
タ
ー
に
ご
辿

絡
く
だ
さ
い
。
保
健
婦
が
訪
問
し
、

支
援
し
て
ほ
し
い
内
容
や
、
昭
目、

時
川
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー
宮
(幻
)1
1
3
1

一一一砂

3依頼

ママヘjレバー(社会福祉協議会)
2級ホームヘルパーで研修を受けた人

保健センター
(事務局)

等賞沼花沢六会
8月5日(土)
午後7時から8時30分

仇4
1ili: 

手
幻
沼山
W

化
の
聞
い
を
込
め
て
、

我
孫
子
市、

柏
市
、
出
耐
町
の
2

市
1
町
合
同
で
、
手
引
沼
花
火
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
、
本
市
の
市
制
施
行
却

周
年
に
当
た
る
た
め
、

こ
れ
を
記

念
し
た
仕
掛
け
花
火
も
行
い
ま
す
。

以
の
夜
空
を
彩
る
1
刀
6
0
0

0
発
の
花
火
を
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
5
日
(土
)
午
後
7
時

か
ら
8
時
加
分

(雨
天

・
荒
天
の

場
合
は、

8
月
6
目
、
ロ
日
に、

順
次
延
則
し
ま
す
)

会
場
左
図
参
照

《
交
通
規
制
}

当

日

は、

会
場

周
辺
で
午
後
6
時
か
ら
9
時
ま
で

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

(手

引
沼
公
聞
か
ら
北
柏
ま
で
の
辺
路

は
、
終
日
駐
車
林
-主

で
す
)

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

各
会
場
へ
は
電
車
、
パ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪

京
パ
ス
は
、
午
後
5
時
泊
分
以
降

第

一
小
学
校
経
山
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

手
質
問
花
火
大
会

実
行
委

μ会
包
(
位

)3
1
3
1
、

ま
た
は
市
役
所
尚
工
観
光
都
宮

(
お
)1
1
1
1

※
当
日
の
附
他
の
有
無
は
、
午
前

8
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮

0
1
8
0
1
9
9
4
1
8
7
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

リサイク ル社 会 の実 現をめざして

ーー車両通行禁止区域



(2) 

手
賀
沼
を
も
っ
と
身
近
に

2000.8.1 

続

-圃・・・

我
孫
子
市

・
柏
市

・
沼
市
町
で

は
、
手
幻
沼
の
統
一
マ
l
ク
を
押

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
孫
子
市

・
柏
市

・

沼
市
町
が
共
同
で
策
定
し
た
「
手

引
出
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
榔

恕
」
に
よ
る
も
の
で
、
手
口
沼
周

辺
に
諮
ら
す
私
た
ち
が
、
手
賀
沼

を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
そ
の
イ
メ

ー
ジ
を
各
自
治
体
の
枠
を
越
え
て

共
布
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。こ
の
マ
l
ク
は
今
後
、
手
賀
沼

凶
辿
の
す
べ
て
の
助
而
で
公
式
統

一マ

l
ク
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
有
っ
て
ご
応
拡
く
だ

さ
い
。

、z

マ

タ
を

集

はお早め!こ主
同-----u 
申

署E
対象年齢が広がりました

現

児
京
手
当
の
対
象
年
齢
が
、
義

務
教
育
就
学
前

(
6成
到
述
後
の

最
初
の
年
度
末
)
ま
で
に
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
は
、

お
早
め
に
府
間
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
輯
受
け
付
け
場
所

子
育
て
支

援
謀
(
市
役
所
西
別
館
2
階
)

-
出
張
受
け
付
け

*
つ
く
し
昨
支
所
・:
8
月
同
円
(
水
)

午
前
9
時
叩
分
か
ら
正
午

*
湖
北
ム
ロ
+
込
附
・・・
8
月
同
日
(
水
)
午

後
1
時
却
分
か
ら
4
時

*
湖
北
支
所
・・
・8
月
げ
臼
(木
)
午
前

9
時
加
分
か
ら
正
午

*
布
佐
支
所
・・・
8
月
円
日
(
木
)
午
後

1
時
却
分
か
ら
4
時

-v夜間受
け
付
け

8
月
却
日

(水
)か
ら
9
月
1
臼
(
金
)ま
で
の

3
目
別
は
午
後
7
時
ま
で
子
打
て

支
援
部
で
受
け
付
け
し
ま
す

受
給
資
格

義
務
教
育
就
学
前
の

児
宜
を
接
行
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
所
符
制
限
の
限
度
制

が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

手
当
の
月
額

。
第
1
子

・
第
2

子
:
・5
0
0
0円
。

第

3
子
以

降
・・・
l
万
円

支
給
月

2
月
、
6
月
、

ω月

支
給
基
準
申
初
日
の
盟
月
分
か

ら
支
給
(
た
だ
し
、
6
月
1
日
現

在
で
、
3
成
以
上
義
務
教
育
就
学

前
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
今
年
9

月
却
日
ま
で
に
申
泊
す
れ
ば
6
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
)

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
②
間

求
者
名
義
の
金
融
機
凶
の
通
帳
ま

た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
l
ド
(
郵
便

局
は
除
く
)
③
前
求
者
が
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
き
は
年

金
手
帳
。
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用

者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
き
は

勤
務
先
の
事
業
主
に
よ
る
年
金
加

入
証
明
性
ま
た
は
年
金
手
帳
と
他

府
保
険
証
@
今
年
1
月
2
日
以

降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
市
区
町
村
発
行
の
平
成
ロ
年

度
児
訳
手
当
用
所
得
証
明
性

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
悦
児

虫
家
庭
係
官
(お
)1
1
1
1内
線

。dAU
E

ヴ，

の
概
要

期
間

規
格

A
4
判
の
白
色
の
紙
を
使

用
し
(
紙
質
や
作
品
の
色
に
つ
い

て
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
)
、
別

紙
に
マ

l
ク
の
意
味
と
作
成
の
動

機
を
8
0
0字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い

応
募
期
限

9
月
日
日
(
祝

・
必

着
)
資
格

我
孫
子
市

・
柏
市

・
沼
南

町
に
在
住

・
在
勤

・
在
学
の
方

表
彰

・
発
表

採
用
作
品
1
点
、

入
選
作
品
2
点
。
ロ
月
に
決
定
し
、

広
報
日
年
1
月
1
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

応
募
要
領

@

築

作
品
は
1
人

何
点
で
も
可
②
作
品
の
誕
側
と

マ
1
ク
の
意
味
な
ど
を
記
し
た
紙

に
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
を
明

記
(
在
勤

・
在
学
の
資
格
で
応
…
いが

さ
れ
る
方
は
勤
務
先
名

・
学
校
名

も
)
③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん

④

採
用
作
品
の
版
権
は
、

手

持
泊
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推

進
密
μ会
に
属
し
ま
す

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

郵
送

ま
た
は
持
参
で
市
役
所
企
画
制
蛙

担
当
官
(お
)
1
1
1
1内
線
2
1

1
へ
(
柏
市
役
所
お
よ
び
沼
南
町

役
場
の
企
画
担
当
部
で
も
受
け
付

け
ま
す
)

※
広
報
7
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
手
引
沼
八
玖
の
器
集
は
、
9

月
1
日
号
で
行
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
間
並
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
う
た
め
、
素
案
の
縦
覧
を
行
い
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
聴
会
で
は
、
公
述
人
と

し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
出
の
う
え
、
多
数
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
の
申
し
出
が
無
い
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第1026号

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区

域
の
区
域
区
分

政
孫
子
都
市
計
画
区
域

(
市
の

行
政
区
域
全
域
)
は
、
無
秩
序
な

市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
、
効

率
的
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た

め
、
積
極
的
に
市
街
化
を
図
る
市

街
化
区
峨
と
、
市
街
化
を
抑
制
す

る
市
街
化
調
整
区
域
と
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
区
域
区
分
は
、
昭
和
的
年

7
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
そ
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の
後
は
、
昭
和
見
年
3
月
、
昭
和

引
年
ロ
月
及
び
平
成
3
年
3
月
に

一
部
の
区
域
に
お
い
て
変
一見
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
都
市
計
阿
区

域
4
3
1
9
M
の
う
ち
、
市
街
化

区
域
が
1
6
0
0
M
、
市
街
化
調

整
区
域
が
2
7
1
9
M
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
は
、
平
成
8
年

度
に
実
施
し
た
都
市
計
画
法
第
6

条
の
基
礎
澗
笠
に
基
づ
き
、
都
市

化
の
動
向
、
土
地
利
川
や
交
通
な

ど
の
地
域
事
怖
を
十
分
考
慮
し
、

遮
切
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
千
蔀
川
町
と
市
が
協
力
し
て
行

い
ま
し
た
が
、
区
域
区
分
に
つ
い

て
の
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
道
路
な
ど
の
公
共
施

設
の
聴
備
に
よ
っ
て
境
界
が
不
明

時
に
な
っ
た
部
分
の
明
械
化
を
凶

る
た
め
、
4
カ
所
で
軽
易
な
変
更

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

整
備
、
開
発
又
は
保
全
の
方
針

「鮭
側
、
開
発
又
は
保
全
の
方

針
」
は
、
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
の
区
域
区
分
の
指
針

と
な
っ
た
り
、
用
途
地
域
や
都
市

計
画
道
路
、
土
地
区
画
整
理
引
接

等
の
都
市
計
画
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
方
針
の
見
直

し
は
、
原
則
と
し
て
「
市
街
化
区

域
及
び
市
街
化
訓
整
区
域
の
区
域

区
分
」
の
見
直
し
と
同
時
に
行
い
、

東
葛
広
域
都
市
計
画
圏
を
に
ら
み
、

広
域
的
な
悦
点
か
ら
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
お

お
む
ね
凶
年
後
の
都
市
計
凶
の
凶

標
、
土
地
利
用
方
針
、
市
街
地
の

開
発
及
び
再
開
発
の
方
針
、
交
迎

体
系
の
推
側
方
針
、
自
然
環
境
の

保
全
の
方
針
、
下
水
道
及
び
河
川

の
整
備
方
針
等
を
定
め
る
こ
と
と

市街化区域及び市街化
調整区域に関する都市
計画の決定手続きの流
れ(千葉県決定)

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
は
、
前
回
の
凡

直
し
か
ら
叩
年
を
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
連
法
制
度
の
制
定

や
改
正
、
現
在
策
定
中
の
市
の
器

本
川
柳
恕
や
凶
辿
初
計
四
、
土
地
利

用
や
都
市
整
備
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
行
い
ま
し
た
。

縦
覧
に
供
す
る
も
の

・
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
推

区
域
の
区
域
医
分
凶

・
整
備
、
開
発
又
は
保
全
の
方
針

8
月
1
日
(
火
)か
ら
8
月
日
日

(火
)ま
で
(
土
附
日
と
日
明
日
は

除
く
)
の
午
前
8
時
叩
分

(県
庁

は
午
前
9
時
)
か
ら
午
後
5
時。

場
所市
役
所
都
市
計
画
課
、川
町
庁
都

市
部
都
市
政
策
部

日
時9
月
旧
円
(
日
)
午
前
川
時
か
ら
。

中
止
の
場
合
は
、

9
月
1
日
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所市
民
会
館
大
会
問
時
怠

公
述
人
の
資
格

公
述
人
と
な
れ
る
の
は
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
万
(
法
人
を
合
む
)

で
す
。
公
述
の
申
出
方
法

公
述
を
希
望
す
る
方
は
、
千
葉

県
知
事
あ
て
の
市
出
苫

(都
市
計

画
課
に
用
意
)
に
住
所
、
氏
名
、

の
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届

・
所
得
状
況
届
の
提
出
を

母
子
家
庭
や
障
害
児
の
蛍
有
者

な
ど
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
「
児

蛍
扶
後
手
当
」
「
特
別
児
抵
扶
謎

手
当
」
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

現
況
席
ま
た
は
所
得
状
況
屈
の
提

出
が
必
民
で
す
。

該
当
す
る
世
哨
に
は
届
け
牲
を

郵
送
し
ま
す
。
必
要
性
知
を
添
え

て
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

周
け
出
が
な
い
と
、
8
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
2
年
以
上
届
け
出

が
な
い
と
手
当
を
受
け
る
権
利
が

明るい選挙を

推進するために

ホスヲ-e15ii観集

年
齢
、
版
業
、
屯
話
番
サ
を
明
記

t
i

;
 

し
、
述
べ
よ
う
と
す
る
意
見
の
要

旨
を
添
付
し
、
我
孫
子
1
8
5
8

4

骨
地
、
市
役
所
都
市
計
阿
諜
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
述
申
出
書
の
提
出
期
間

8
月
1
日
(
火
)
か
ら
8
月
日
日

(
火
)
ま
で

(土
附
日
と
日
附
日
は

除
く
)
の
午
前
8
時
加
分
か
ら
午

後
5
時
。
郵
送
の
場
合
は
、

8
月

日
貝
火
)
当
日
明
印
芳
矧
。

公
述
人
の
選
定

公
聴
会
の
開
催
時
間
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
述
の
申
し

出
を
し
た
方
が
多
い
場
合
は
、
そ

の
中
か
ら
抽
選
な
ど
の
方
法
に
よ

り
公
述
人
を
選
び
、
そ
の
結
来
を

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

提
出
期
間

8
月
日
日
(
金
)
か
ら

9
月
日
日
(
月
)
午
前
8
時
泊
分
か

ら
午
後
5
時
(
た
だ
し
、
土
・
日

附
臼
を
除
く
)

持
参
す
る
も
の

①
現
況
周
ま
た

は
所
符
状
況
屈

②
児
並
扶
養
手

当
限
杵
ま
た
は
特
別
児
説
扶
後
手

当
既
刊
①
印
鑑
@
そ
の
他
必

製
作
制

{
認
定
穆
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
}

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立
つ

ポ
ス
タ
ー
、
郎
防
作
品
を
…
川
和
銀
し

ま
す
。
。
ポ
ス
タ
ー

明
る
い
選
挙
推
進

を
去
す
も
の

(l
人
1
点
)

作
品
規
格

の

m
×
知
的
か
ら
お

m
×
刊
仰
の
も
の
ま
で
で
、
画
材

は
自
由

(紙
や
布
以
外
で
も
可
)

@
標
悟

き
れ
い
な
選
挙
推
進
、

ま
た
は
楽
柿
防
止
を
呼
び
か
け
る

も
の
、
い
ず
れ
も
初
字
以
内
で
短

冊
に
記
械

(1
枚
に
1
作
品
、

-

人
2
点
ま
で
)

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

公
述
人
選
定
に
係
る
公
開
抽
選

8
月
引
日
(
月
)
午
前
川
時
、
千

一
掠
れ
議
会
械
第
ム
議
室

公
聴
会
の
傍
聴

公
版
会
を
傍
聴
す
る
方
は
、
公

聴
会
の
当
日
、
直
接
会
場
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
先
沢
順

の
入
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
場

市

職

員

前
建
設
部
長
の
退
職
に
と
も

な
い
、

7
月
日
日
付
で
市
職
員

の
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
手
当
を
受
給
し
て
い

る
と
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
凱
月

か
ら
の
手
当
を
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

金
制
返
越
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
惚
定
事
項
の
法
一
火
は

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

・
問
い
合
わ
せ

*
児
童
扶
聾
手
当
・
:
子
育
て
文
援

制

官
(
出

)1
1
1
1内
線
3
4
7

*
特
別
児
童
扶
聾
手
当
・
・
・
生
活
支

援
限
宮
(釘
)1
1
1
1内
総
3
8

必
せ応

募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

ポ

ス
タ
ー
は
作
品
の
高
側
右
下
に
、

標
語
は
作
品
の
左
横
に
住
所
、

• 
氏
名
、
年
帥
、
性
別

(児
屯

.
A
a
 

生
徒
は
、
学
校
名
、
学
年
、
氏

が
会名、

性
別
)
を
明
記
し
、
郵
送

で
9
月
8
日

(金

・
必
活
)
ま

で
に
我
孫
子
1
8
5
8市
役
所

選
挙
竹
型
委
民
会
事
務
川
君

(
お
)1
1
1
1内
線
3
4
6
へ

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

伽
者
に
印刷
し
ま
す

者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

都
市
川
画
秘
宮
(お
)1
1
1
1

内
線
5
9
3、
川
州
都
市
政
策
却
宮

0
4
3
(2
2
3
)
3
1
6
1
 

公
聴
会
当
日
の
問
い
合
わ
せ

市
民
会
館
第
2
会
議
室
宮
(
制
)

9
d
つd
司

4
1
a'

<D 

人

事

異

動

(
)
内
は
持
動
前

マ
建
設
部
長
:
・
風
樹
光

(環
境

生
活
部
《
会
寸)
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教 室名 開催日時 募集人数 参加費 持参するもの

バードカービング
8日(火)、 9日(水) 小学 3~6年

600円弁当、絵の異、筆
10 ・ 00~15:0。 生、名目15人

糸のこ教室 (木の動く 18日(金)9:30~12 : 30 
小学1~4~

300円工ンピツ、タオル
おもちゃ) 生、 10人

牛手レTックでハガキ作り教室 19日(土)① 9:30~12:30 小学5年生以 300円タオル
①13: 00~15: 30 上、各回5人

トールペインァィング教室(空22日(火)、23日(水) 親子、各日 500円
空き缶、空きピン、新聞紙、

き缶・空きビンに色をつける) 9:30~12:30 7組 エプロン‘筆2.3本、ボ口布

京けち染のうちわ作り教室
22日(火)、 23日(水) 両日参加できる小300円古うちわ2~3本
13:00~15: 30 学5年生以上.8人

木工作品作りアドパイ 22日(火)~26日 (土) 小学生(随時
無料 あれば作品の材料

ス週間(予約不要) 9:30~ 1 5:00 受け付け)

布わらじ作り教室 23日(水) 1 3:00~15:30
小学5年生 300円木綿の布またはシーツ
以上、 10人

牛乳パックでおもちゃの
24日(木)9 ・ 30~ 1 2:00 親子、 7組 300円

聞いていない牛乳パック3本‘ハ
草作り教室 サミ

小袋作り教室 24日(木)9 ・ 30~ 1 5 :0。 おとな、?人300円裁健道具、 黒地と柄の布‘あれば裏地l

押し絵教室
24日(木)、25日(金) 両日参加でき

300円
色遣いの木綿の布(30anx30an)

9:30~1 2:30 る親子、 7組 2~3枚、同じ大きさのボール紙

24日(木)、 25日(金) ①または①に
裂き織り体験教室 ① 9 ・ 30~1 2 ・ 30 両日参加でき 300円やわらかい木綿の布

①13:00~15 ・ 30 る親子、 6組

傘の布で買い物袋作り教室 25日(金)9 ・ 30~12:30 親子、 6組 300円傘からはずして洗った布

'申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに、ふれあい工房運営協議会
合(86)5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。 キャンセルの場合は必ず連絡を)

※このほか、家具のリフォーム(土曜日)、おもちゃの病院(日曜日)、木工リサイクル(月曜日以外) ) 
とおしゃれリフォーム (水・木曜日)のアドバイスを行っています。(時間はお問い合わせを).1' 

需主ども特別教室②周⑫ぷぬおりZ毘第43国文化祭参加者募集
第43回文化祭を、 10月8日(日)から11月12日(日)まで開催します。

次のとおり作品と出場者を募集しますので、奮ってご参加くだιぃ。
締め切りは、 8月14日(月)(短歌は9月17日(日)、俳句は9月30日(土))までo

作品には住所、氏名、屯話番号を明記してください。

なお、日程、会場の都合で定数になり次第締め切りとなります。

=我孫子市文化祭実行委員会=

夏の夜には映画をどうぞ

視
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

同
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

7
木
、
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
2
本
を
新
た
に
附
入
し
、

2
9
4
本
の
凶
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
、

3
7
5本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
V

H
S
)
を
所
践
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
の
で、

ご
家
出
で
映
画
会
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

な
お
、

同
ミ
リ
映
写
機
を
操
作

す
る
た
め
に
は
、
同
ミ
リ
映
写
機

操
作
柿
習
修
了
証
が
必
裂
で
す
0

0
新
着
時
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

*
大
き
な
か
ぶ

(
引
分
)

*
ム
l
ミ
ン
「
消
え
な
い
お
ば
け
」

今
年
で
2
回
目
と
な
る
考
古
辿

物
展
示
会
で
は
、
市
立
小

・
中
学

校
の
校
内
と
学
校
周
辺
の
主
要
な

追
跡
を
取
り
上
げ
ま
す
。

会
場
で
は
、
発
掘
辿
物
の
整
理

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ
か
、

ま
な
び
ゃ

展
示
物
の
解
説
も
し
ま
す
。
学
舎

の
下
に
埋
も
れ
た
古
代
人
の
怒
ら

(
お
分
)

*
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
(
日
分
)

本
お
か
あ
さ
ん
の
や
さ
し
い
手

(
お
分
)

*
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の
地
震
を

考
え
る
(
日
分
)

*
そ
ば
の
花
さ
い
た
日

(
日
分
)

*
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う
(
日
分
)

。
新
着
ビ
デ
オ

*
生
き
て
い
る
の
が
こ
わ
い
い

じ
め
、
悲
一
州
な
叫
び
(
認
分
)

牢
職
場
の
男
女
差
別
を
な
く
そ
う

男
女
服
用
機
会
均
等
法
(
泊
分
)

問
い
合
わ
せ

教
育
委
只
会
社
会

教
育
課
宮
(お
)1
1
5
1

第

2
回
考
古
遺
物
展
示
会

学
校
の
遺
跡
1
我
孫
子
市
内
小
中
学
校
の
遺
跡
か
ら
4
3

し
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
月
5
日
(土
)
か
ら

8
日

(
火
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後
7
時

場
所

市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
い
批
判
)

展
示
解
説
時
間

午
前
日
時

・
午

後
3
時

・
5
時

(
却
分
程
度
)

問
い
合
わ
せ

教
育
委
日
会
文
化

部

宮
(
白

)1
1
5
1

部 門 作 品規格・条件 申込方法 申込先

手工 芸 展示しやすい作品
電話かハガキで

宮 本 ひ瑛で夫お

(大きさを明記) 8白山(8ト10-294)5837 

志賀
主7回主る

菊 花 鉢物、 切り花いずれも可 電話かハガキで つくし野5-12-7
ft(84)7386 

電話かハガキで 根本幹雄
盆 栽 (作品を明記)

岡発戸547
会(88)0544

電話かハガキで
小 倉正久

洋 ラン 開花株
(当日持参も可)

根戸1739
合(82)0702

四つ切り以上全紙まで。なるべく 小おめ穴な信 俊

写 真 パネル張り。作品裏に住所、氏名、 電話かハガキで 寿1-1ト11
電話番号、題名を明記。 まま(82)3788

①①作軸横品装額自雅装由仙雅。仙紙必紙半ず切表半切装以。内2分の1以内。
ハガキに規格、 山田 清 一

警 道 題名、訳文明記
船戸2-5-43
fi(82)4405 
中 野次 男

民 謡 電話で 中峠1747-1
雪印刷1791

1曲5分以内(2人以上の団体)
渡辺 正 一

民 舞 電話かハガキで 緑1-6-22
包(82)5855

舞 個人は5分以内、団体は10分以内 電話かハガキで
石 原 a嘩~i! 子こ

日 白山1-29-2 
会(82)0161

電話、ハガキ、 高橋美代子
洋 舞 団体または個人で10分以内 ファクスで 栄9-22

(プログラム明記) fi・固(82)1743

詩 吟
個人で2分以内 (応募者多数の /、ガキで

津 川 こ輿う意し、千色

場合は抽選) 緑1-6 -43 
ft(82)3426 

幽 電話で
市 川

a;嘩ぎり

謡 つくし野3-18-103
合(82)4336

ひとり1曲。カラオケテープを持 ハガキで 阿部 茂
歌謡 曲

参 (応募者多数の場合は抽選) (曲名を明記) 湖北台8-9-15
合(88)8046

一般参加の社中は1幽10分以内 ハガキで
坂 口 三三三

幽 東我孫子2-24-6 
ft(84)9584 

句
題:r野分Jr葛の花Jr当季雑詠j 染発谷行た卓所かし方下m誌あびこ

旬ド 各1旬、計3句と住所、氏名を便せん大の用紙 ヶ戸285
に記入し、参加費1000円を添えて郵送 ft(82)4441 

短 歌 未発表1首 (題自由)、 住所、氏名をハガキ大の 榊原鉱争白山3-8-14-106
用紙に記入し、参加資1000円を添えて郵送

合(84)9435

市
内
の
小

・
中
学
校
の
敷
地
内

で
は
、
古
代
人
が
使
っ
て
い
た
土

器
の
破
片
が
よ
く
見
つ
か
り
ま
す
。

新
木
小
学
校
や
湖
北
小
学
校
、

我
孫
子
中
学
校
な
ど
で
は
、
古
代

の
村
が
発
掘
さ
れ
、
多
数
の
土
器

な
ど
と
と
も
に
、
立
命
一な
発
見
と

な
っ
て
い
ま
す
。

。
市
民
図
怨
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
密
館

合
(
倒

)1
1
1
0

8
(肝
)3
0
5
5

2
(的
)1
3
1
1

宮
(
肝

)
0
9
0
9

vおはなし会
場 所 日 時

市 民会館 3目、17日(木)
第4会議室 16: 00~ 1 6 :30 
布佐 分館 10日、24日(木)
おはなしのへや 16:00-16:30 
湖北台 分館 11日(金)
児童書フロア 16: 00-16: 20 
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一
例
一
何
一
山
一
切
一
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一
目
一
何
一
何
一
何

時
荒
一
糊
一b
一昨
一ル
一恥
一
ル
一
ル
一
ル
一
mv
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一
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一
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一
ト
一
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一
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一国
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一
心
司
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劃

国

劇

司
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帥
一
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一
間
一
純
一
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一
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一公一
川
一附
一
主
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一
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一
型
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一
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一
酬
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同
晴
一
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一
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任
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一副
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イ
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一市
正
一
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一
時
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明
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一
問
主
盟
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布
石
一
時
一
帯
研
一

'
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一

一湖一
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柴
一
釦
一新

一久
一主

三
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一
台
一天
一浅
一
根
一
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ー
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0
-
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館
一
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5
・
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1
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移
鴎
可
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州

制

創

刻

刻

創

※対象…4歳から9歳までの方

4
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

8
月
9
日
(水
)
1
9
月
叩
日
(
日
)

分布
館分湖ヰ台ヒ場

館佐 所

か (室
な 写生 作
( き寺書 ロロロ

道 点
) 、、-'

君 臼 謂
子、井2華t 

車誇夫ぉす生井武 、
作

子、木敏子村

久関 、 者

》工、木重
吉弘江三今井

市民フコラザギャラリー

あ い
写真属 央産中 霊童 合「和型 第田2 びい

こ ぜ の展
{産

イイ 我孫
オミ

迫跡の 考士逼物学大
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し
ト

名ゼ子
写真展なI I 写 」 展

真
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( フ
主大 82オ 85塁問
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一L莫
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入場
無料

を背ー ま iJ~ に カ t!<
こ臓はす f!!:~~す赤土メゐ 6
のるカ 。 紅ヲ る;W:~ガ花月
木のシ必ー色?子容物怯シ穂下
はにワはな、諜はワを 旬
雌イ史の大の J樹干行をたこ
/.&わ楽-きでで 内見 くろ
がれとくこ 、のか さ
別ま同ての新林けん枝
でし梯広名芽でまっ先
、たにい 7)'やよし けに
刻印。 食のあ芯くたた ーヒ
:?E.'& 物でり葉因 。ア 向

アカメガシワ
(とうだいぐさ科)

を
つ
け
る
綴
と
取
を
つ
け
る

め
か
ぶ

雌
株
と
が
あ
り
ま
す
。
花
は
小
さ

く
、
耐
火
は
あ
り
ま
す
が
花
弁
が
な

く
、
多
数
集
ま
っ
て
花
胞
を
作
り

ま
す
。

花
後
に
で
き
る
朱
実
は
熟
す
る

'au

・』，、
，aνょ
r
、

と
訓
れ
、
紫
叩し
い
色
の
鶴
子
を
は
じ

き
出
し
ま
す
。
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
の

は
い
か
ア
aZ〈

樹
皮
は
灰
制
色
で
、
浅
い
縦
じ
ま

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
樹
皮
や
裁
は

楽
用
と
し
て
使
わ
れ
、
乾
燥
し
た

せ
ん

も
の
を
府
じ
て
飲
む
と
円
酸
過
多
、

円
カ
タ
ル
、
で
き
も
の
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

一応
は
秋
に
な
る
と
黄
色
く
色
づ

き
、
や
が
て
終
諜
し
ま
す
。

「臨
叫
の
あ
か
め
が
し
わ
は
ひ

と
朝
の
新
に
貨
ぱ
み
て
口
ご
と
か

が
よ
ふ
」

半
田
良
市「

(文

・
官
五
佐
久
間
俊
行
)



(4) 一-、=rt$ d身 2000.8.1 

日i闘自に病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ

受付時間
午前9時から11時30分

内科・小児科・・
午後1時から 4時30分

歯 科 …午前9時から11時30分
持 参健康保険証と診療費

電話番号 (87)7020(診療時間内のみ)
v二次救急病院(休日・夜間当番病院)
8月/81 病院名 l電 話
6日lァピコ舛科整形外科病院184・7担 1
平和台病院

我孫子聖仁会病院 188・3111

我孫子つくし野病院

戦没者・原爆死没者の慰霊!

と慣久平和を折り黙とうをl

8
月
日
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

ま
た
、
8
月
6
臼
は
広
向
に
、
9

日
は
長
崎
に
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
は
、

戦
没
者
・
原
燃
死
没
者
の
追
悼
と

恒
久
平
和
を
祈
り
、
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
誠
社
会

係
官
(部
)
l
i
-
-内
線
3
7
7

原
爆
の
日
記
念
行
事

日
時

8
月
初
日
(
日
)
午
前
同
時

場
所

手
賀
沼
公
園
内
平
和
の
記

念
碑
前

(雨
天
笑
施
)

内
容

献
花
、
黙
と
う

問
い
合
わ
せ

被
爆
者
の
会
山
田

宮
(
位
)
4
4
0
5

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

制
州
市
み
A
以
降
の
戦
没
者
等
の

辿
肢
で
、
平
成
日
年
4
月
1
日
現

在
に
お
い
て
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
、
造
族
扱
諜
法
に
よ
る
辿

族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
地

族
に
対
し
て
、
特
別
弔
問
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
象

戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親

等
内
親
族
の
う
ち
、
平
成
7
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
日
年

3
月
引
臼

ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、
泣
族
年

金
等
の
受
給
棉
者
が
死
亡
等
に
よ

り
失
柿
し
た
迫
腕

※
前
回
の
特
別
弔
似
金
義
楠
者

は
、
今
回
の
支
給
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん

支
給
金
額

組
閣
制
万
円

(6
年

償
越
の
記
名
同
位
)

調
求
期
限

平
成
同
年
3
月
引
日

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
説
社
会

係
官
(
お
)
1
1
1
1
内
線
3
7
7

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

介
w
d
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
市
で
は
介
直
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
め
た
り
、
刊
行
怖
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
介
謎
相
談

μ派
遣
唄
撲
を
実
施
し
ま
す
。

相
談

μは
、
サ
ー
ビ
ス
引
業
所

の
訪
問
な
ど
を
し
て
、
利
用
者
の

相
談
や
事
業
者
と
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
ま
す
。

第1026号

こ
の
相
談

μと
し
て
、
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
わ
刀
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

資
格

・
定
員

市

内

在
住
の
方
で
、

相
談

μと
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
格

と
熱
意
を
持
っ
た
方
、
3
人

※
9
月
ゆ
口
か
ら
泣
日

(3
泊
4

日
)
の
研
修
と
日
帰
り
研
修
2
回

を
予
定
)

信
仙
協
の
し
ご
と

実

践

学

習

会

日
程

*
鵠
義
:
・8
月
初

H
(土
)

か
ら
訪
日
(
月
)
午
前
川
崎
か
ら
乍

後

4

時

*

実

習
・:
8
月
初
日

(
火
)
か
ら
刊
日
(
水
)
午
前
9
時
か
ら

千
後
4
時

場
所

*
諦
義
・
:
千
誕
叫
社
会
制

祉
セ
ン
タ
ー

(千…潟
市
役
所
そ
ぱ
)

*
実
習
・・・叫
内
の
社
会
制
祉
施
設

対
象

主
に
学
生
(
柿
祉
系
以
外
)、

非
自
発
的
離
脱
者
で
社
会
招
祉
施

設
に
就
職
を
希
望
す
る
方

定
員
幸
山
知
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

8
月

7
日
(
月
)
か
ら
氾
稲
で
県
机
祉
人

材
セ
ン
タ
ー

E
0
4
3
(2
4
8)

1
2
9
4
へ

献血にご協力を
日時 8月16日(水)午前9時

30分から11時45分・午後1時

から 3時30分

場所市役所本庁1階ロビー
問い合わせ 生活支援課社会

係官(85)1111内線377

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

「介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」
の
な
比
、

蛇
行
等
を
4
0
0
・下
出
め
似
杭
川

紙
三
枚
純
度
に
ま
と
め
、
陀
折
、

ふ
り

dz

，
aJ

氏
名
、
年
齢
、
屯
訴
帯
ハ
ゲ
を
明
記

し
、
8
月
泣
臼

(火

・
必
必
)
ま

で
に
我
孫
子
I
8
5
8
市
役
所
介

漣
支
援
鵡
宮
(
訂
)
1
1
1
1
へ
郵
送

ま
た
は
持
参

89-1111 

+
i
F
 
i
 

安
Cとの

三
-

病
可
急
で
に
Z

間
E

夜
E

84-2211 

13日

20日

27日

健康

ガイド

成
人
歯
科
篠
診

曲
の
他
山
を
保
つ
た
め
、
こ
の

椴
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

期
間

9
月
1
日
(金
)
か
ら
け
月

刊
日
(
木
)
ま
で

場
所

市
内
の
委
託
隠
球
機
凶

対
象
市
内
在
住
の
的
政
か
ら
叩

成

(昭
和
お
年
4
月
1
円
か
ら
M

年
3
月
引
日
生
ま
れ
)
の
方

(治

療
中
ま
た
は
定
則
的
に
検
珍
を
受

け
て
い
る
方
は
除
く
)

内
容

曲
と
前
同
組
織
の
検
有

費
用

紙…料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
杭

で
8
月
日
目
(
金
)
ま
で
に
保
他
セ

ン
タ
ー
宮
(
釘
)
1
1
3
1
へ
(
後

目
、
且
(
去
啄
亦
を
郵
送
し
ま
す
)

TEL(87)1131 

8月の各種健診と健康教室

湖北台1の12の16タ保健セン

健
康
メ
モ
@

ば
丘
、

U
huF
.、
v
a
H・川川信
、

si
-
-
aLド
劃

U
'
J

1
lu
H
引

U
47

仙
聞
い
胤
州
な
ど
生
前
町
什
仙
州
チ
防
や

筋
肉
、
竹
な
ど
身
体
の
機
能
的
な

老
化
辿
皮
を
起
く
さ
せ
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
行
、
つ
人

た
ち
が
附
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
暑
い
季
節
、
川
小
川
批
…

の
中
で
の
辺
助
は
、
注
立
力
が
散

地
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
発
汗

虫
が
明
、
ぇ
、
汗
と
と
も
に
多
誌
の

水
分
や
血
分
、
鉄
分
が
失
わ
れ
、

体
液
バ
ラ
ン
ス
が
刷
れ
や
す
く
な

持
い
時
則
、
疲
労
が
い
つ
も
以

一

上
に
訴
制
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

↑

で
、
休
設
を
十
分
収
る
こ
と
や
食

一

引
の
バ
ラ
ン
ス
、
水
分
制
給
に
注

一

tH
2
9
る
こ
と
が
市
一
裂
で
す
。

↑

も
ち
ろ
ん
、
運
動
す
る
時
間
的

↑

や
場
所
、
服
装
に
試
を
配
る
こ
と

一

も
大
切
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

一

芝
生
、
士
、
板
間
取
り
な
ど
辺
助
す

↑

る
場
所
に
応
じ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
装

一

治
す
る
こ
と
や
、
場
所
を
変
更
で

一

き
る
も
の
で
し
た
ら
街
路
の
少
な

~

い
と
こ
ろ
を
巡
ぴ
、
剣
道
や
柔
道

↑

ゆ
ゆ

μ
--
-av

の
よ
う
に
知
広
で
行
う
も
の
で
は

一

た

び

-

足
袋
を
届
く
こ
と
な
ど
は
足
へ
の

一

術
般
予
防
に
な
り
ま
す
。

↑

迎
・
出
な
迎
動
は
、
他
山
づ
く
り

一

に
大
き
く
百
献
し
ま
す
。
自
分
の

一

体
制
に
十
分
気
を
配
り
、
ス
ポ
l

↑

ツ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医
師
会

一

宮
(
部
)
5
5
2
5

一

暑
い
季
節
の
ス
ポ
ー
ツ

り
ま
す
。
適
切
な
水
分
、
邸
分
の

補
給
を
行
わ
な
い
と
脱
水
症
や
叫
怖
い

ド
」
品
"
・
吋
J

炉、，、

射
病
を
引
き
起
こ
し
煎
加
な
状
態

を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、

鉄
分
の
流
失
は
川
押
さ
に
よ
る
食
欲

の
低
下
と
あ
い
ま
っ
て
亦
胤
球
の

材
料
で
あ
る
鉄
分
不
足
を
き
た
し

貧
胤
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
は
、
激
し

い
筋
肉
運
動
と
身
体
の
打
撲
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
よ
る
足
底
へ
の
負
担

術
脚
平
等
で
、
機
械
的
に
赤
血
球
が

破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
溶
血
性

貧
胤
を
き
た
す
こ
と
が
多
々
あ
り
、

貧
胤
を
起
こ
す
嬰
紫
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
溶
胤
性
貧
胤
は
、
ふ
つ
う
の

状
態
な
ら
赤
胤
球
を
作
る
什
悩
を

刺
激
し
て
回
復
す
る
の
で
す
が
、

過
度
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
続
い
て

い
る
過
労
状
態
の
場
合
は
反
応
が

鈍
く
、
鉄
分
不
足
と
あ
い
ま
っ
て

貧
血
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※該当者で個人通知が届かない方lま保健センターにお問い合わせください

柏市柏25 5 (国道6号呼塚交差点付近)TEL(67)1255 

I頁 目 期日 時 間 受サ 象 内 容(その他)

4日
1・2回目-妊娠 妊娠中・産後の生活、栄養、歯科

母親学 級 受付
20週-27週の妊婦 衛生、赤ちゃんふれあい体験

(3回目は両親学級)
11日 9:00-9:15 3回目...1・2回 持参…母子健康手帳、筆記用具、

25日
自参加の妊婦と父 パスタオル(4日)、歯ブラシ(11日)
親になる方、家族 *電話で予約

4カ月児相談 1目、 2日
受付 平成12年3月生まれ 身体計測、栄養・歯科・育児相設など

8日 9:10-9:55 (対象児に通知) 持参…母子健康手帳、パス空オルなど

育 児 相 a員"災! 23日 受付
乳幼児の育児につ 身体測定、栄養・歯科・育児相談

9:15-10:00 いて栂談のある方 持参・・・母子健康手帳

小ポ児マヒ生ワクチン 中止( リオ)投与 日程等について個別に通知します。

1歳6カ月児憧鹿診査 3日、10日
受付 平成11年1月生まれ 持参…母子健康手線、自主診票、
9:15-10:00 (対象児に通知) 歯ブラシ(貌と子の2本)

受付 平成9年12月生まれ 希望者には、フッ化物塗布をします
2歳8カ月児歯科健診 31日 9:15-10:30 (対象児に通知) 持参…尽子健康手帳、歯ブラシ(貌と子)、 コップ、空オル

3歳児健康診査 3目、10日
安付 平成9~1月生まれ 持参…母子健康手級、健診察、歯ブ
12:45-13:30 (対象児に通知) ラシ(貌と子)、コップ、尿、アンケート

離乳食教室 31日
安付 乳児を持つ母親

簡単にできる離乳食のっくり方、試
9:30-10:00 食 *電話で予約 (先諮20人)

肩こり・腰痛教室 7 目日、21 日
受付 屑こり腰痛予防の体操、栄養の路、歯の誌など

28 13:00-13:30 持参…健康手帳、体操のできる服装

栄 養 相 -骨t-li、 随時 電話で予約 指導を受けたい方 カロリーチェック、献立アドバイス

酒 室E司 相 ru米- 4日
13:30-15:00 アルコール問題を

グループミーティング

アルコール家接教室 11日 抱えた本人、家族 お気軽にご相談ください

未熟児等発達相談 24日 受付
発達の遅れが心配 医師・4目滋員・保健婦等による相談指導

13:00-14:00 な1歳までの子 *通知者以外は電話で予約(地域指導課)

癒育 相 副a火- 24日
受付 整形外科的に心配 整形外科医の診察、保健婦の相談・
13:00-14:00 な18歳未満の子 指導持参…傍子健康手帳

アルコール悩みごと相議 7目、21日14:00-16:00 
アルコール問題を 医師・4目銭員・保健婦等による相談
抱えた本人、家族 *専門医の相談は予約が必要

心の健康相談 4目、18日14:00-16:00精神病、精神神経医師・相駁舟保健婦等による相談
，.... .， ""' 1'1< "'" "'" 125日 ・ ・ 症で悩んでいる方*嘱託医の相談(;t予約が必要

俳句
文芸だよりは皆さんがつく るコーナーです。締・め切りは

毎月 5日 (必着)。ハガキで1人1作に|決ります。

応募先 〒270・1192我孫子1858市役所広報室
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九
ばん

い

ろ

お

い

お

れ

金
色
の
タ
口
を
川
ん
つ
つ
老
我
ら
世
女
と
な
り
て
沼
稲

歌

へ

り

下

石

英

子

前
を
行
く
女
子
山
生
ら
の
市
ゃ
ぎ
に
ふ
つ
ふ
つ
初
き

ぬ

わ

が

川

じ

こ

ろ

木

下

山

千

法
附
州
叫
け
ば
哀
し
み
た
ち
反
る
義
弟
逝
き
し

H
三

的

〈

〈

た

び

巡

り

来

川

上

進

也

父
さ
ん
の
山
知
今
年
も
咲
き
対
る
こ
の
世
を
去
り
し

人

を

忘

れ

ず

下

回

繁

樹

つ
I

ゐ

五
十
年
連
れ
添
ひ
し
夫
病
み
伏
せ
る
吾
の
か
た
は
ら

に

新

聞

を

読

む

小

林

直

江

ト
ラ
ン
ク
の
央
ひ
腕
ぎ
行
く
麻
薬
犬
に
緊
張
過
る
プ

リ
ス
ベ

ン

空

地

小

林

光

江

と
か
げ

糸
の
舌
び
ろ
り
と

μせ
て
し
な
や
か
に
航
の
蛸
賜
は

初
以
の
行
越
ゆ

山

村

阿

川
巳

折
れ
ゆ
れ
て
雌
の
は
な
ふ
さ
幾
行
千
ゆ
ふ
ぱ
え
の
中

に
む
ら
さ
き

川

町

ふ

新

雌

辺
ヅ
↑

仰心ヤ
atp

a

伺

d
t
・

疎
開
地
に
脱
か
が
め
ゐ
て
旧
制
せ
し
り
を
憶
ひ
て
畔

を

附

み

し

む

打

河

利

子

i
f
p
 

緑
地
し
花
実
あ
ま
た
に
能
苛
た
り
し
柿
の
木
棋
と
化

し

た

り

極

に

馬

場

千

拍

子

@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

H
醸
り
ま
す
H

有

料

で

牢

コ
l
ド
レ
ス
掃
除
機

〈中
村
君
(
U
M
)
2
6
7
0
〉

無
料
で
*
ワ
ー
プ
ロ

(N
E
C

文
豪
ミ
ニ

)〈
附

m
g
(
U
M
)
4
ヰ

9

2
v

*
也
動
オ
ル
ガ
ン

〈
後

町
，

L

:
l

間
宮
(
邸
)
8
6
5
1
〉

牢
学
習

机

〈
鈴
木
宮
(
的
)
2
6
8
0
〉

牢
水
柑

(
印
×

m
×
日
間
)〈
染

谷

公
(
位

)
1
0
3
9
〉

*
口
い

物
川
紙
袋

(山
種
類
1
0
0
枚
)

〈波
辺
晋
(
む
)
5
2
0
9
v

H
髄
っ
て
く
だ
さ
い
H

牢
パ
ソ
コ
ン
〈
加
雌
宮
(
約
)
6
1

8

2〉

申
し
込
み

名
述
絡
先
に
山
接
、

氾
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

柏 保健所
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最優秀賞は河野吉久さんの「寒い朝」
rrfi 

第15回手賀沼写真コンクール
入選作品決まる

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
協
会

の
主
催
に
よ
る
節
目
回
「
手
白
沼

写
只
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
瀞
査
会
が
、

7
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
2
9点
の
応
非
作
品
の
な
か

か
ら
、
誌
吉
久
さ
ん
(
守
谷
町
)

の
「
諜
い
朝
」
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
(
写
真
左

)

な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作
品
の

』

F
河
野
吉
久
さ
ん
の
作
品
「
寒
い
朝
」 な

か
か
ら
季
節
に
合
っ
た
作
品
を

選
び
、
来
年
の
手
到
沼
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
入
選
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

b
k
ベ

*
優
秀
賞

渡
部
直
人
、
大
山
明
、

磯
崎
富
美
子

ひ
ろ
っ
ぐ

*
入
賞

斉
藤
博
嗣
、
神
尾
昭
夫
、

三
山
山
喜
久
雄
、
同
体
忠
雄
、
羽

み
ま
ら

生
和
夫
、
三
町
勲
、
森

か
ず
お
、
石
引
弥
、
岩

部
龍
彦
、
山
下
製

*
審
査
員
特
別
世

熊
山

1
1
 

3
2H1rb 
入
選
作
品
は

8
月
5
日

(
土
)
か
ら
お
日
(
金
)
ま
で
、

市
民
会
館
2
附
ロ
ビ
l
に

展
示
し
ま
す
。

手
賀
沼
の
美
し
い
自
然

を
と
ら
え
た
、
紫
附
ら
し

い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

手
引
泊
訓

告
(お
)
1
1
1
1内
線
4

6
2
 

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
継
続
の
手
続
き
を

言説

千
柴
山
川市
町
村
交
通
災
特
共
済

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
任
作
品
で
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

会
授
を
出
し
合
っ
て
交
通
事
故
の

被
害
者
を
救
済
す
る
相
互
扶
助
の

制
度
で
す
。
万
一
の
と
き
に
備
え

て
、
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
、

8

月
引
日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま

す
の
で
、
継
続
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
方

9
月

1
n現
在
、

市
内
に
住
民
な
鈷
ま
た
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
そ
の

扶
品
質
を
受
け
て
い
る
方

年
会
費

1
人
7
0
0円

(
9月

1
円
以
降
は
、
加
入
月
に
よ
り
会

費
が
山
内
な
り
ま
す
が
、
加
入
申
し

込
み
は
随
時
で
き
ま
す
)

共
済
期
間

9
刀

i
uか
ら
来
年

(5) 2000.8.1 

8
月
引
円
ま
で

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車

・
オ

ー
ト
バ
イ

・
自
転
車
を
迎
転
中
の

事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
事
故

共
済
見
舞
金

本
死
亡
・・・
1
5
0万
円

*
儲
符
:・

2
万
円
か
ら
叩
万
円

*
身
体
附
守

(
1
級
ま
た
は
2
級

附
お
)
・:
悔
害
円
見
舞
金
の
ほ
か
に

珂
万
円

びっこ
夜遅安全文書

ち

*
交
通
泣
児
:
・遺
児
1
人
に
つ
き

川
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

笠
宮

貨
を
持
参
し
、

8
月
山
日
(
木
)
か

ら
引
臼
(
木
)
ま
で
に
交
通
整
備
秘

密
(お
)1
1
1
1
内
総
3
3
0
へ

(土

・
日
附
日
を
除
く
)

※
各
支
所
で
も
、
出
張
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

(
下
表
参
照
)

子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
「
ち
び
っ
こ
交
通

安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

8
月
幻
自
(
臼
)
午
後
1
時

加
分
間
場
、

2
時
閉
山
出

場

所

市

民
会
館

内

容

牢

一
劇
同
ヒ
ッ
カ
リ
座
交
通

安
全
刷
「
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
の
ゴ
ー

ス
ト
ッ
プ
」

*
歌
の
お
姉
さ
ん

こまった5おいてよ!
地域で子どもたちを守る

「こども 110番の家J

日程 場 所 受付時間

8月21日(月)つくし野支所

8月22日(火)湖北台支所 午前9時から11時30分

8月23日(水)湖北 支所 午後1時から4時

8月24日(木)布佐支所

v交通災害共済出張受付シ
ョ

l

*

警
察
行
楽
隊
簡
潔

入
場
方
法

交
通
幣
制
限

(市

役
所
本
庁
1
階
)
、
各
文
所

・

行
政
述
絡
所
で
配
布
す
る
無
料

入
場
券
を
当
臼
持
参

(入
場
券

は
本
日
か
ら
先
活
順
で
配
布
)

定
員

先

活

1
0
0
0人

問
い
合
わ
せ

交
通
披
伽
濃
密

(
釘

)
1
1
1
1内
紛
3
3
0

夏
休
み
中
は
、
痴
政
や
通
り

雌
な
ど
の
変
質
者
に
よ
る
犯
叫

が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
犯
罪
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
地
域
の

一
般
家
庭
や
邸
諜
所
、
型
容
組

合
な
ど
の
協
力
を
符
て
、
市
内

に
は
6
4
4軒
の
「
こ
ど
も
1

1
0番
の
家
」
が
段
位
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
」

に
は
、
必
ず
上
図
の
マ

l
ク
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
危
険
を

感
じ
た
ら
、
「
避
難
場
所
」
と
し

て
迷
邸
せ
ず
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
P
T
A連
絡

協
椛
会
事
務
局
(
根
戸
小
学
校

内

)
宮
(
制

)
3
9
8
8、
市
少

年
セ
ン
タ
ー
宮
(お
)1
1
5
1

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
才
1
ラ
ム
ち
ぱ
引

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

む
け
て
、
仕
mv
や
家
庭
な
ど
に
ど

う
向
き
合
っ
て
い
け
ば
、
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
に
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

日
時

9
月
9
日
(
土
)
午
後
0
時

泊
分
か
ら
4
時

(
参
加
無
料
)

場
所

青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化

ホ
l
ル
(
千
一
車
m中
央
区
背
葉
町
)

テ
l
マ

今
、
見
つ
め
紅
す
と
き

仕
耶

・
家
庭
:
・人
生
1
あ
な
た
が

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
1

内
容
基
閥
講
演
・
:
「
自
分
さ
が

お
わ
ね
や

し
」
大
宅
映
子
さ
ん

(
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
:大

宅
映
子
さ
ん
、
船
橋
邦
子
さ
ん

(
大
阪
女
子
大
学
教
授
)
、
ぽ
割

和
チ
さ
ん
(
人
材
総
合
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
会
社
社
長
)
、
林
望
さ
ん

シ
ニ
ア
の
学
び
舎
「
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
」

参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

日
齢
者
の
生
能
川
字
削
日
と
ふ
れ
あ

い
の
坊
と
し
て
、

9
月
日
日
(
月
)

に
め
ば
え
幼
稚
闘

(白
山
2
丁
目
)

内
に
「
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

中
山
年
男
性
の
グ
ル
ー
プ
「
あ

び
こ
慰
問
会
」
の
有
志
が
設
立
す

る
も
の
で
、
N
P
O
(特
定
非
営

利
活
動
団
体
)
の
設
立
準
備
も
進

め
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
」
で
は
、

参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
非
集

し
て
い
ま
す
。

。
参
加
者

日
時

毎
週
2
日

(
今
回
の
募
集

は
月

・
木
崎
日
コ
!
ス

ml期
)

午
前
山
時
か
ら
午
後
3
時

場

所

め
ぱ
え
幼
稚
園

内
容

他
版
体
保
、
学
期
目

(
市
史
、

市
政
、
政
治
経
済
、
持
ら
し
の
知

恵
、
趣
味
、
他
山
、
文
化
、
市
内

凡
学
)
、
園
児
や
父
母
と
の
ふ
れ

あ
い
、
同
好
会
(
聞
器
、
将
棋
、

パ
ソ
コ
ン
、
俳
句
、
舎
道
な
ど
)

対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
お
お

む
ね
河
成
以
上
の
方
、
先
活
却
人

参
加
資

入
会
金
2
0
0
0円、

参
加

1
日
あ
た
り
1
0
0
0
円

(
昼
食
持
参
の
場
合
は
7
0
0円
)
、

そ
の
他
材
料
費
な
ど
の
実
質

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

①
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
方

②
発
表
会
な
ど
を
し
て

い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体

①
運

営
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

8
月

引
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で
松
田

宮
(お
)
2
4
7
1
・
多
田
宮
0
9

0
(
2
4
1
4
)
8
9
6
1、
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
門
山
2
の
7
の
5

め
ば
え
幼
稚
園
内
「
ふ
れ
あ
い
挫

あ
ぴ
こ
」
事
務
局
へ

(
作
家
)
、
ピ
l
タ
l
・パ

ラ
カ

ン
さ
ん
(
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
)

定
員

先
消
約
8
5
0人

※
託
児
と
駐
車
場
の
利
用
を
希
盟

す
る
方
は
、
耶
前
に
申
し
込
み
を

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

旬

開

で
、
8
月
同
日
(
金
)
ま
で
に
川町女

性
セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
へ

すで
の
間

一封

白
川

弘
全
車
安
面
田
川

制
使
8
t
気

一四一喝

電気を安全に使う5つのポイント
①アース線はしっかり取り付けましょう。

①使い終わった電気器具のプラグはすぐ
抜きましょう。

①漏電遮断機を取り付けて事故を防ぎま
しょう。

@取り扱い説明書は必ず
読みましょう。

①4年に1回、電気の安
全調査を受けましょう。

財団法人関東電気保安協会
京葉事業所ft047(444)6781

「
(
仮
称
)
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
計
画
」

骨
子
案
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集

県
で
は
、
見
女
共
同
参
画
を
逃

め
る
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

骨
子
家
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の

ご
恕
叫
ん
を
、
郵
使
、
フ
ァ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
立

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

放送大学
学生募集

。
骨
子
案
の
入
手
場
所

市
山
女

共
同
参
画
担
当

(
市
役
所
地
階
)
、

中
央

・
湖
北
地
区
公
民
館
、
市
民

図
作
館
本
館
・
湖
北
台
分
館

・
布

佐
分
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
(
什
子
議

の
備
え
付
け
は
9
月
8
口
ま
で
)

@
意
見
交
換
会

日
時

8
月
日
日
(
金
)
午
後
l
時

却
分
か
ら

放
送
大
学
で
は
、
平
成
ロ
年
度

2
学
則

(
山
月
入
学
)
の
学
生
を

非
鈍
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の

4
年

制
大
学
で
、
-
科
目
か
ら
学
べ
る

ほ
か
、
所
定
の
単
位
を
修
得
す
る

と
学
士
の
学
位
も
取
仰
で
き
ま
す
。

全
科
胤
修
生
は
山
政
以
上
、畑地

科
・
科
目
胤
修
生
は
義
務
教
育
を

修
了
し
て
い
れ
ば
入
学
で
き
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
ロ
年
度
1
学

期
に
は
卯
人
が
学
び
ま
し
た
。

場

所

県

女
性
セ
ン
タ
ー

(柏
市

柏
の
誕
)

定
員

先
泊
卯
人

※
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
託
児

あ
り
。
希
望
者
は
郁
前
に
申
し
込

み
を
。

申
し
込
み

・
問
い
合

わ

せ

屯
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
氾
間
帯
サ

(
所
柄
団
体
が
あ

る
場
合
は
同
体
取
引
)
を
明
記
し
、

県
庁
企
画
部
男
女
共
同
参
阿
部
告

0
4
3
(
2
2
3
)
2
3
7
2
困

0
4
3
(
2
2
2
)
0
9
0
4
へ

あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
学
生

①
金
利
胤
修
生

(卒
業
を
め
ざ
す
学
生
)
②

選
科
履
修
生

(
1
年
間
在
学
す

る
学
生
)
③
科
目
履
修
生

(
半
年
間
在
学
す
る
学
生
)

募
集
期
限

8
月
日
円
(
火
)

資
料
開
求

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
9
M
O
l
l
8
F
O
d
-
-
6
0
0
 

問
い
合
わ
せ

欣
送
大
内
全
米
京

第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
宮

0
3

(3
6
0
5
)
2
6
6
1
 

国
民
年
金
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

募
集
内
容

国
民
年
金
制
度
の
認

識
を
高
め
る
も
の
で
、

「
国
民
年

金
」

「
基
礎
年
金
」

「
年
金
」
の

い
ず
れ
か
の
字
句
を
入
れ
た
、
自

作
で
朱
発
表
の
標
間

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
作
品

(
1
人
2
点
ま
で
)
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
屯
話

役
HV
を
明
記
の
う
え
、

8
月
引
け

(木

・
消
印
有
効
)
ま
で
に
一T
2

6
0
1
8
6
0
8千
諜
市
中
央
区

弁
天
町
2
1
0
の
3
大
宗
北
口
ピ

ル
4
階
千
一
梨
県
凶
民
年
金
協
議
会

宮

0
4
3
(
2
0
7
)
8
8
4
5

へ



第1026号

の こうすけ

井埜 暗 介 くん
(_;i{i_木 ・l歳2カ月)

回目回国
ロケットを青毛~モう二「
夏休みベットボトル工作教室

日時 ・渇所 8月 19日(土)9時30

分~ 12時、中央公民館 ・ 手賀沼公

園多目的広場

対象 市内の小学生 (4年生以下

はf呆言護者の同伴が必要)

定員 先替市人 (保護者は除く)

参加盟 600円

て じままいか

手 嶋舞香 ちゃん
(iM]北台 ・1歳3カ月)

， 
%叫@が

|市民バスケットボーjレ大会|
日程 ・燭所 9月3日(日).10日

(巴)‘ 市民体育館

対象市内在住・在勤・在学の方

定員 男子20チーム、女子12チー

ム(いずれも先翁)

参加費 1チーム3000同

申し込み・問い合わせ 申込用紙

(市民体育館に用意)に必要事項

を明記し、郵送で8月12日 (土ー

言説 ~ 
~ 一、=

|小・中学生ワーつキャンプ|
日時・燭所 8月17日(木)9時 15

分~188(金) 1ワ時 ( 1治 2日)、

手貨の丘少年自然の家および徳祉

施設

内寄 レクリエーション‘車イス

や高齢者体験、手話、福祉施設で

のボランティア体験

対象・定員小学校5年生~中学

校 3年生、先着30人

参加費 3000同

申し込み・問い合わせ 電話で8

月4日(金)までにボランティアセ

ンタ一会(85)5233ヘ

白第11田家庭婦人オーブン
トリプルタプルス卓球大会

日時 ・湯所 8月30日(水)9時受

付、 市民体育館

種目 1チーム6名による 3ダブ

lレス団体戦 (ABCランク別)

※アンチー粧高は使用禁止

対象 30歳以上の女性

参加費 1チーム4000同

指参 はさみ、カッター(大).油 必着)までに新木野4の 17の6高 申し込み ・問い合わせ ハガキに
性サインぺン

申し込み・問い合わぜ 電話で中

央公民館公(82)0515ヘ
I天王台北地区まちづくリ協議会
「夏祭リ

日時 日月26 日(土) 12時~ 16時

(雨天実施)

内容 パントマイム、模擬倍、流

しソーメンの無料サービスほか

場所・問い合わぜ 天王台北近隣

センタ一合(82)9988

※車での来場はご遠慮ください

I根戸地区まちづくリ協議会
第10回根戸ふるさと祭

日時・内容 *8月19日(土)15時

3)うト20時30分…模擬庖 (やきそ

須裕幸n(88)9454ヘ
'おたまじゃく しの盆
障害を持つ子どもたちの水慣れ教室

日程 8月30日(水)・31日(木)

〈全2日閤〉

時間・対象 10時~ 1 1 時 -初級

(水に慣れていないーーー小学校低学

年)、 11時15ラト12時泊分一中級

(パタ足等ができる…小学生)

場所 ユアースポーツクラブ{東

我孫子駅前)

参加費 2000円

申し込み・問い合わぜ 電話で林

公(87)0093ヘ

|第18回湖北座会講演会 |

大会名、ランク、チーム名、 全員

の住所氏名 電話番号を明記し、

8月 11日 (金・必着)までに並木

9の3の2駒田由美子会(84)3685

ヘ

回四回目
I r市民が話し合う介護保隙JI
発言者 |

10月7日に開催される 「老いへ

の対応を探る~介護保険元年~J

で、ご意見を話してくださる方を

募集します。

日時・渇所 10月7日(土)13時30

分~ 16時、 市民プラザ

定員 5人程度(応募多数時選考)

市 職 員

深用職種 ・予定数下表参照

E式験日 9月 17日(日)

受験手続き 白鎮の試駿申込曾

(総務課に用意)に写真を貼付し、

必要8類を添えて、 8月4日(金)

午後4時までに総務課ヘ持参。

〈郵送の場合は 8月 4日(金)消臼

有効。ただし消防戦については本

人持参に限る〉

探用時期来年4月

※受験資格、試験会場等、詳しく

は総務課n(85)1111内線232ヘ

V採用職種・予定数

職 種 援用予定型

級I2人雇|事務職|上
長|技術職|土木
保育

2人

士 3人

婦 1人

士 1人
士 4人

員 1人

イ呆 {建

栄養

消防

l千葉県警察官 |
受付期限 8月 11臼(金)

第 1次試験日 9月38(包)

受験資格 答察官A…大学卒業

(見込み〉で昭和45年 4月2日~

昭和54年4月1日までに生まれた

男性、 笹察官B…A以外で昭和45

年4月2日~昭和58年4月1臼ま

でに生まれた方(来春高校卒業見

込みの方を含む)

採用時期 来年4月

※採用人数等、詳しくは我孫子嘗

2000.8.1 ( 6 ) 

ホテルマーつつンアピコ
敬老の日無料宿泊プレゼント

ホテルマークワンでは、敬老の

日をお祝いし、無料宿泊をプレゼ

ントします。

宿泊日 9月 15日(祝)

対象 70歳以上の市民

募集人数ツイン5室 (10人)シ

ングル 10室 (10人)、一泊朝食付

き (応募者多数の場合は抽選)

申し込み ・問い合わせ ハガキに

住所、氏名、年齢、 電話番号を明

記し、 8月17日 (木必着)まで

に柴崎台1の9の 14ホテルマーク

ワンアピコ支配人公(86)1ワ17へ

※ツインをご希望の場合は、 1過

に2人の氏名を明記してください。

|個人事業税の納税はお早めに|
個人事業税(第 1期分)の納期

限は8月31日です。

納付密(納税通知t!t)は、 8月

中旬に発送します。お早めに最寄

りの金融機関で納めてくださし可。

なお、個人事業税の納税は、口

座振替をご利用されると便利です。

詳しくは、柏県税事務所公(47)

1231へお尋ねください。

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

願書受付期間 8 月 1 日 (火)~ 9 

月 1日(金)<土・日曜日を除く〉

訊験日 ・1易所 11月6日(月)、県

立中央図密館(千葉市中央区市場

町 11の1) 

試験科目 国語‘数学、理科‘社

会、外国語

ば‘金魚すくい、ヨーヨー釣り等)、 日時 8月6日(日)13時30う十、，15 申し込み・問い合わせ ハガキに 察署嘗務課まま(82)0110ヘ

※受験資格など詳しくは、千葉県

教育庁学校指導部指導課義務教育

指導室公043(223)4058ヘ

濁り * 20日(日 ) 13時~20時30分 時 (入場無料)

…子どもみこし、綱引き大会、ス

トラックアウト、模擬庖、爾り

※雨天の場合は翌日に11限延

燭所・問い合わぜ 根戸近隣セン

タ-fi(83)5363

16aイyキャンブ i
日時 8 月2ワ日(日 ) 10時~20日寺

(1]¥雨実施)

場所 ふれあいキャンブ場

対象・定員 ひとり親家庭の親子

子ども、先着50人

参加費無料

申し込み・問い合わせ 電話で8

月 15日(火)までに社会福祉協議会

公 (84)1539ヘ
'我孫子ロイヤルケアセンター
盆踊リ&納涼会

日時・場所 8月 12日(土)15時~

178雪‘我孫子ロイヤルケアセンタ

ー (参加無料)

申し込み ・問い合わぜ 事前にき電

話で同センター合(81)5611ヘ

|関東ソロバンフェステイパ)~I 
珠算競技大会と2000年手作りソ

ロパンコンテスト作品の展示を行

います。

日時・湯所 9月10日(臼)9時30

分--..16時 、中央学院大学

。珠算競妓大会

定員先着250人

参加賀 1000同

渇所 湖北地区公民館

演題 旅行作家が語る手資沼周辺

講師 山本鉱太郎

問い合わぜ 藤掛宜主(88)2576

-第 2回我孫子理容組合
チャリティー力ラオケ&文化祭

日時 ・場所 9月 12日(火)10時開

演‘湖北地区公民館(入場無料)

出場申し込み 8月 10日(木)まで

に理容組合加盟庖(チヨキちゃん

マークと「子ども 110番の家」の

看板がある庖)ヘ直接、参加賀20

00同 (昼食代含む)を持参(各l苫

舗先着1人)

問い合わぜ 川村合(82)8993

※出場者全員に当たる、お楽しみ

抽選会があります

|3Dシアター「飛び出す恐竜JI
日時 8 月 4 日(金)~6日(臼)10

時30分~ 18時(入場無料)

場所 アピイホール(イトーヨー

カドー3階)

問い合わぜ アピイクオーレ8

(82)1351 

lエンジョイウィークエンド|
臼時 9月9日(土)10時

渇所 県立手自の丘少年自然の家

内容我孫子文学散歩

定員 先'i:J50人

参加費 希望者のみ保険料 100円

(昼食は各自持参)

介護保険についての簡単なご意見、

住所、氏名、 包話番号を明記し.

8月20日 (8.必着)までに我孫

子新田34中央公民館n(82)0515ヘ

目市制 30周年記念
第14回我孫子市絵画展作品
部門・展示期間 油彩...11月25日

(土)~29 日(水)、水彩 ・パステルー

アクリル 水墨画 ー日本画 ・版画

等 ・ 彫刻 . .1 2 月 2 臼 (土)~6 日

(水)

展示渇所市民プラザ

応募資格 18歳以上の市内在住 ・

在勤 在学者

規格 絵画...6号から50号まで

※作品は来発表のものに限る

出品料 2000円(1人 1点のみ)

応募方法応募用紙(市役所、 支

所、行政連絡所‘教育委員会、市

民プラザに用意)に必要事項を明

記し、 9月308(土 ー必着)まで

に我孫子1684教育委員会文化課ヘ

郵送または持参

問い合わせ 鈴木公(82)0900

ちぱ文化祭 20 0 0 
芸術フェスティパル作品

募集内容俳句、)11柳 、絵画、容

道‘写真、彫刻、工芸、 デザイン

※開催場所期間、出品料など、

各分野で異なります。詳しくは募

集要項(各公民館 e 教育委員会に

用意)をご覧になるか、ちば文化

祭実行委員会芸術フェスディパル

運営部会事務局窓043(223)4129ヘ

申し込み ・問い合わせ 電話て・9 申しiるみ ・問い合わぜ 電話で8 @公共施設利用の継続的な活動は、

月1日(金)までにソロパンを楽し 月9日(水)から県立手賀の丘少年 優先的lこ場所が確保されているも

む会事務局~0476(42)391ワヘ 自然の家公(91)1923へ のではありまぜん。

参同の体鑓目
市民図哲館 7(月上8(火)、14(月)、21(f'l)，28(月)

中央・湖北地区公民館 7(月)、14(月)，21(月)，28(月)

鳥 の 博物館 7(町、14(月).21(I'l) .28(月l
市民 プフザ 10(木)、17(木)，24(木)

市 民 =dE  eh 館 ア(月)、14(月)，21(町、28(月)

つつじ荘・ 1(火)、ア(月)、14(月)、15(火)，21(月)、28(月)
西部福祉センター 29(火)

市民体 育館 28(月)

ふ れ あ い 工房 7(月上14(月)，21(月)，28(月)

相談等
内 円:s!ヨr 日 時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
3(木)β(火)、15(火)、17(木)市民相 談室

秘 fl 課
22(火).29(火)9:30-15:30 (本庁2階)

※予約は、 8月 1日(火)8:30か ら電話で

税務相談(予約制)118(金)10:00-15:00本庁 1階面談室収税 課

※予約は、 8月14日(月)8:30か ら電話で収税課へ。

人権相 談 24(木)10:00-15:00 西別館2階面談室 生活支援課

行政相談 24(木)10:00-12:00市民相談室秘密諜

不動産相 談
今月はお休みです

市 民相談室
建築指定3課

住宅相談 市民ホー ル

交通事故相談 14(月)10:00-15:00交通整備課 父通5盗備課
心の相談(予約制) 2(7)く)13:30-15:30福祉総合相談室 福祉総合相談室

健康相談
4(金)10:00-11:15 つつ じ 荘 つつ じ荘

11 (金)10:00-11:15 西部福祉センター西部福祉センター

健康づくりうんどう教室
9(7)く)10:00-11:00 布佐南公園内うんどう遊園

保健センター
18(金)10:00-11:00 天王台酷酷うんどう遡

健康・生きがいづくり
8・22(火)1 0:30-16:00 

ふれあい福祉セン合一
相談(予約制) (祉会福祉也議会向かい)

7・21(月)9:00-15:00 ふれあい福祉センヲー 社会福 祉

1[，'菌己ごとキ目言炎 14(月)9:00-15:00 イ呆f建センタ ー tlb 秘会
28(月)9:00-15:00 布佐市民セン空白本館

市吉 事昏 キ目 言炎;6・20(日)10:00-14:00社会福祉協織会

この広報紙は再生紙を使用しています


